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作成日：西暦 2024 年 5 月 1 日 

 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：胃癌一次治療におけるニボルマブ併用化学療法後の 2次治療上乗せ

効果に対する探索的研究 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実

施しています。 

 

1. 研究の対象 

2015 年 4 月から 2023 年 12 月までの間に藤田医科大学病院及び岡崎医療セン

ターで胃癌に対し抗癌剤治療を行った症例約 150 例。 

２．研究目的・方法・研究期間 

目的・方法 

 オプジーボを胃癌一次治療で抗癌剤併用治療を行った後、進行し二次治療に

移行した後の二次治療において一次治療で使用したオプジーボの効果が持続す

るかどうか、オプジーボが使用されなかった時代の治療成績と比較します。 

 

研究期間 

承認された年月日～2027 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：病歴、検査結果、治療歴（手術に関する情報）、等 

 

４．外部への試料・情報の提供  

 なし 

 

５．研究組織 

本学の研究責任者：松岡宏 

藤田医科大学医学部 総合消化器外科 

研究全体の研究代表者 

 藤田医科大学医学部 総合消化器外科  

 松岡宏 

試料・情報の管理について責任を有する者の氏名 
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藤田医科大学 学長 湯沢由紀夫 

共同研究機関 

 金城学院大学 薬学部 

  研究責任者 林高弘  

   

６．研究の資金等と利益相反 

研 究 資 金： 本学内の講座研究費を使用します。外部の研究資金を受けませ

ん。 物的・人的支援： 外部の物的・人的な支援を受けません。  

利 益 相 反： 研究責任者と研究分担者に、本研究に係わる開示すべき利益相 

反はありません。藤田医科大学利益相反委員会へ申請を行い、 利益相反マネ

ジメントを受けます。 

 

７. お問い合わせ先 

情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾

者の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきま

す。下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研

究の対象となる方その他に不利益が 生じることはありません。 本研究に関す

るご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 また、ご

希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲 内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さ

い。  

 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

氏名： 松岡宏 

所属： 藤田医科大学 医学部 総合消化器外科学 

TEL： 0562-93-2000 (代表) 

  


